
36 Lagrangian for spinor fields
担当 : 林

目標
。 適切なラグランジアンを構成し .E0M ,

field , symmetny.

を 考 えるl. Charge ,Weyl components , Loventctranstormarugationon
との 関係を 見 る

Lagrangian
ラグランジアンに 求める 条件 は

Lorentzinvariant

hermitian

4a,
4

t について 2次 まで

基本的な項 は

Ψ ψ t h . Co. 4
a

4a = Eab4 b4a44 )

∂µ ∂ n t h.c ( 実 はよくない )。

6

( ル = 3 こ ーではなければならずに人 有界
運動項 は ψ , ψ+をむ 。含

6











マヨラナとディラッ場 り場 は異なるものだが
( 同じ記合 正 で表 しているので気をつけなけ。 )ればならない

③⑧ ディラック 場 を用 いたラグランジアン
の構成

正= ( xx , sa )
matrix B ≡ sal ]( を義定

ディラック共役 I ≡ 正tβ (s9 , X ]= を定義、

→ 亡正 =

axatXsta [36. 23 )

立 dMam 正 =σ:auSitXsuacauXc
i{ = λ5 µ∂µXtS

+
5µ2us

+∂µ ( S σµ S
+ ) (36 , 27 )

(36 . 24)- [3626) を用いた




